
項 ⽬ 内 容
名称 トマト [英]Tomato、Extrait de Tomate、Love Apple、Tamatar、Tomate [学

名]Lycopersicon esculentum Mill.

概要 トマトはペルー、エクアドル原産のナス科の⼀年⽣草本。⾼さ1〜1.5 m程度に⽣⻑
する。 果実は⽣⾷、⽔煮⽸詰、ケチャップ、ソース、
ジュースなどの加⼯品として広く⼀般に⾷⽤とされて
いるほか、果実の抽出物がサプリメントとして販売さ
れている。果実に含まれる成分としてリコピン、カロ
テンが知られている。

法規・制度 ■⾷薬区分
・果実︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原
材料) 」に該当する。

■⾷品添加物
・既存添加物

トマト⾊素 (トマトリコピン/カロチノイド/カロチノイド⾊素/カロテノイド/カロ
テノイド⾊素/野菜⾊素)︓着⾊料
・⼀般飲⾷物添加物

トマトジュース
・天然⾹料基原物質リスト

トマトが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・果実は100 g当たり、94 g程度の⽔分を含む。糖類を3〜4 g含有し、果糖とぶど
う糖がほぼ等量含まれており、完熟果実で最⾼値を⽰す。有機酸は0.08〜0.1 g
で、酸味の主体はクエン酸であり、次いでリンゴ酸が多い。熟するにつれてリコピ
ン (⾚⾊) とカロテン (⻩⾊) が増加し、緑⻩⾊のクロロフィルが消失し着⾊が進⾏
する (76) 。
・可⾷部100 g当たり、0.3 gの⽔溶性⾷物繊維、0.7 gの不溶性⾷物繊維を含む
(102)。
・ステロイドアルカロイド、ステロイドサポニン (101) などを含む。
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循環器・
呼吸器

メタ分析
・2016年8⽉までを対象に3つのデータベースで検索できた介⼊試験21報 (検索条
件︓年齢＞18歳) について検討したメタ分析において、トマトまたはトマト製品の
継続摂取は、⾎中脂質 (LDL-C (6報)) 、炎症マーカー(IL-6 (3報)) の低下、⾎管内
⽪機能 (FMD) の改善 (3報) と関連が認められた。リコピンの摂取は収縮期⾎圧 (5
報) の低下と関連が認められたが、試験によるばらつきが⼤きかった
(PMID:28129549) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

メタ分析
・2012年6⽉までを対象に2つのデータベースで検索できた観察研究7報 (コホート
研究1報、症例対照研究6報) について検討したメタ分析において、トマトの摂取量
は胃がんリスクの低下と関連が認められた (PMID:23352874) 。
・2012年1⽉までを対象に6つのデータベースで検索できた前向き研究17報 (コホ
ート研究6報、コホート内症例対照研究11報) について検討したメタ分析において、
⽣トマト (3報) およびトマトソース (2報) の摂取は前⽴腺がん発症リスクとの関連
は認められず、リコピンの摂取も前⽴腺がん発症 (5報) および進⾏ (4報) リスクと
の関連は認められなかった (PMID:23883692) 。
・2016年6⽉までを対象に2つのデータベースで検索できた観察研究24報 (症例対
照研究17報、コホート研究7報) について検討したメタ分析において、トマトの摂取
は、前⽴腺がんリスクの低下と関連が認められたが、試験によるばらつきが⼤きか
った (PMID:27841367) 。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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